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失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て

第
一
挽

二
三
四

第
三
十
二
容

F月

失
業
統
計
の
方
法
に
つ

、
て

盆

古住

国

古島

lot 

古毛

き

し

世
界
諸
闘
が
歓
洲
大
戦
の
後
を
う
け
で
世
界
内
不
礼
に
沼
リ
、
失
業
問
題
の
解
決
に
憐
み
う
λ

あ
る
今
日
、
夫
が
封
策
の
根
壌
と
な
る
べ
事
失

業
緋
計
K
一
仰
を
訓
ハ
ふ
弘
恥
川
、
北

m

E

仲
叩
州
?
で
は
わ
7
0

士
い
。

今
日
各
国
は
夫
々
種
々
の
失
業
統
詐
を
費
支
し
つ
L

あ
る
が
、
未
だ
完
全
の
域
に
進
め
る
も
の
は
磁
め
て
品
川
J

〈
、
一
耐
司
、
小
六
位
一
寸
凡
て
の
統
計
に

於
て
計
量
せ
る
失
業
者
の
範
箇
は
夫
L
R

異
り
、
甲
統
詐
に
於
て
失
業
者
と
し
て
計
量
せ
、
b
れ
た
る
者
が
、
乙
統
計
に
於
で
は
失
業
者
に
非
ず
と
し

て
除
外
せ
ら
れ
て
居
る
が
知
き
状
態
で
あ
う
て
、
皆
そ
の
規
を
一
に
し
て
活
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
失
業
の
定
義
の
喪
定
が
甚
だ
閑
難
で
あ
っ
て

未
だ
比
に
封
し
て
承
認
せ

b
れ
た
る
定
義
無
き
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
敢
て
此
に
濁
し
て
定
義
の
確
立
を
企
て
ん
k
ナ
る
も
の
で
は
な
い
が

失
業
統
計
に
於
て
は
、
失
業
の
定
義
を
定
む
る
事
が
第
一
の
先
決
問
題
で
あ
る
に
鑑
争
、
柳
か
此
に
就
い
て
卑
丸
を
謡
ベ
、
定
義
の
櫨
立
に
謝
し

て
治
意
を
包
し
度
い
と
思
ふ
。

此
に
依
ワ
て
現
賓
の
失
業
者
の
範
閏
を
考
へ
、
併
せ
て
今
日
諸
国
に
於
て
行
は
る
L

失
業
統
計
の
概
況
を
蓮
べ
て
凡
度
ぃ
。

一
、
失
業

の

定

義

失
業
の
定
義
仁
就
い
て
従
来
皐
者
閉
じ
夫
々
異
説
ゐ
h
ノ
、
亦
各
国
の
失
業
保
険
の
一
失
業
さ
認
む
る
範
園
も
各
々

異
り

U

従
っ
て
、
諸
々
の
失
業
統
計
の
一
不
す
失
業
者
の
範
園
は
皆
同
じ
か
ち
子
、
従
っ
て
自
ら
夫
等
諸
統
計
聞
に
厳

正
な
る
比
岐
性
を
欠
く
に
到
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
例
之
、
我
圃
の
失
業
統
計
の
み
に
就
い
て
見
る
も
、
大
正
十

松田泰二郎:欠・業統計調査4-5買、(大正十四年統計講習曾講演縫〉



二
年
の
神
戸
市
、
大
正
十
三
年
の
大
阪
市
、
大
亙
十
四
年
の
国
勢
調
査
に
附
帯
し
て
行
は
れ
た
る
主
要
工
業
都
市

二
十
一
箇
所
及
び
其
附
近
、
並
び
に
三
大
鏡
山
所
在
地
及
び
主
の
附
近
の
失
業
調
査
、
及
川
ザ
昭
和
五
年
の
第
二
回

緒方庸雄・失業問題と救湾施設2-3頁
東京市統計課 東京市失業調査統計原表、(大正十四年十月一日現在)凡例
官報(昭和五年四月八日)200頁

国
勢
調
査
に
於
げ
る
失
業
調
査
は
、
皆
そ
の
失
業
者
の
範
囲
を
具
に
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

(
註
)
知
正
十
二
年
九
月
一
日
兵
庫
騒
が
紳
戸
市
内
に
施
行
し
た
失
業
調
査
白
失
業
者
の
範
閤
回
、
い
就
職
の
意
思
並
に
能
カ
換
に
あ
れ
ど
も
、
唯

職
業
が
不
足
の
た
め
就
職
し
得
立
い
者
、
ニ
杭
職
り
意
思
あ
れ

rも
、
喉
職
業
が
不
足
の
た
め
就
職
L
得
な
い
者
、
一
一
一
就
職
の
素
志
あ
れ
ど
も

病
気
そ
の
他
の
一
風
間
に
で
職
業
に
喰
え
な
い
者
、
剛
腕
骨
働
争
議
等
に
て
就
職
し
て
局
、
b
な
い
者
、
五
日
稼
腕
骨
働
者
に
し
て
一
ヶ
月
十
五
日
以
内

し
か
就
職
し
得
な
い
者
、
と
し
て
居
る
。

大
正
十
三
年
二
月
二
十
日
大
阪
府
が
大
阪
市
及
び
接
綾
町
村
地
域
に
百
一
つ
て
施
行
し
た
失
業
調
査
に
於
て
は
、
一
就
職
し
た
い
意
思
と
能
力

、
と
が
あ
ロ
て
守
就
峨
L
併
た
い
目
、
一
一
俄
山
肌
不
一
凡
の
者
.
作
刊
術
不
山
内
織
の
快
古
川
川
ピ
版
業
に
品
川
誕
得
ピ
一
る
省
、
一
可
申
央
染
者
側
へ
ぽ
工
湯
峨
ー

に
し
て
事
業
縮
小
の
た
め
、
賃
銀

R

減
少
し
目
下
生
計
困
難
な
る
者
、
四
央
業
後
内
職
亦
は
行
商
等
に
依
り
て
僕
少
の
取
入
を
得
て
あ
る
者
、

と
し
、
就
職
不
適
右
中
働
〈
意
思
無
聖
者
及
び
資
カ
あ
り
て
就
職
の
必
要
な
き
者
は
除
外
し
で
居
る
。

n

大
正
十
四
年
十
月
一
日
国
勢
調
査
と
同
時
に
行
っ
た
失
業
調
査
の
際
に
於
け
る
失
業
者
の
範
囲
は
、
↑
本
調
査
に
於
て
失
業
者
と
は
、
失
業

蛍
時
帥
労
働
者
若
〈
は
給
料
生
活
者
に
し
て
、
大
正
十
四
年
十
月
一
日
午
前
零
時
現
在
に
於
て
失
業
し
居
る
者
な
り
、
但
し
司
日
稼
腕
労
働
者
に
付

き
で
は
得
日
又
は
隠
時
其
の
雇
傭
関
係
に
謡
化
あ
る
を
以
て
、
失
業
か
否
か
は
調
査
の
前
日
た
る
大
正
十
四
年
九
月
三
十
日
の
賊
態
に
依
り
決

定
す
、
三
失
業
と
は
就
業
の
能
カ
及
び
意
思
を
宥
ナ
る
に
係
b
ず
、
而
も
倫
就
業
の
機
舎
を
得
ざ
る
状
態
を
指
ナ
、
四
木
調
査
よ
り
除
外
し
た

る
主
告
知
し
、
川
額
齢
衰
弱
者
、
川
車
問
の
あ
る
者
、
重
傷
者
、
不
具
者
、
酒
飢
叉
は
怠
重
義
癖
あ
り
て
就
業
に
遁
せ
ざ
る
者
、
川
つ
任
意

に
基
く
不
就
業
者
、
浮
浪
者
に
て
、
自
b
求
職
白
一
途
を
議
ぜ
r
ミ
る
者
、
失
宝
石
は
有
業
者
と
し
て
調
査
す
、
司
失
業
賞
時
の
業
務
に
比
し
収
入

及
び
そ
の
他
の
射
に
於
て
不
満
足
な
る
も
兎
に
角
就
業
の
機
舎
を
得
居
る
者
、
川
円
賓
政
月
額
二
有
国
以
上
の
給
料
生
活
者
、
十
円
襲
娼
妓
、
酌
婦
、

仲
居
等
、
ト
外
聞
人
た
る
給
料
生
活
者
及
び
刷
労
働
者
。

昭
和
五
年
十
月
一
日
の
国
勢
調
査
に
於
て
会
園
的
に
調
査
せ
る
失
業
者
の
範
聞
は
、

4
山
)
給
料
生
活
者
叉
は
勢
働
者
た
り
し
者
に
し
て
現
に
失

業
し
て
居
る
者
は
失
と
記
入
す
る
こ
と

d
M傭
勢
働
者
の
失
業
か
否
か
は
九
月
三
十
日
の
状
態
に
依
ワ
で
決
定
ナ
る
こ
と
、
口
失
業
と
は
就
業
す
)
)
)

る
能
力
及
意
思
が
あ
づ
て
就
職
の
機
舎
を
得
な
い
こ
と
を
い
ふ
。
但
し
同
盟
罷
業
又
は
工
場
閉
鎖
の
矯
職
業
し
な
い
者
は
失
業
者
と
は
認
め
な
い
。

;

3

失
業
統
計
の
方
法
に
づ
い
て

第
三
十
二
巻

第
一
致

二
三
五

二
三
五



失
業
統
計
の
方
法
に
い
っ
て

第
三
十
二
巻

一一
占

ノ、

第

苦慮

二
一
二
六

此
等
諸
定
義
の
相
違
よ
り
起
る
統
計
の
比
較
の
困
難
を
除
き
、
失
業
統
計
の
園
際
的
比
較
を
可
能
な
ら
し
め
ん

ざ
し
て
、
園
際
勢
働
舎
議
は
一
九
一
二
年
十
月
十
・
十
一
の
南
日
に
失
業
問
題
専
門
委
員
舎
に
於
て
、
失
業
の
定
義

を
左
の
如
く
決
議
し
、
各
国
に
此
の
定
義
を
採
用
せ
ん
事
を
勘
告
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
『
失
業
さ
は
勢
働
の
可

能
ご
意
思
さ
を
有
し
、
而
も
自
己
の
才
能
及
合
意
的
議
期
に
過
す
る
職
業
を
稜
見
し
能
は
ぎ
る
勢
働
者
の
航
態
を

一
疋
ふ
』
さ
。

此
の
定
義
仁
於
て
所
謂
州
労
働
者
は
肉
瞳
勢
働
者
の
み
じ
限
定
し
て
居
る
。
勿
論
肉
櫨
勢
働
者
は
失
業
封
策
上
最

ら
宜
瑚
寸
ぺ
却
も
の
で
わ
っ
て
、
失
業
統
計
の
根
幹
J

伊
な
す
の
で
ゐ
ゐ
炉
、
下
級
の
給
料
生
活
者
も
亦
枇
倫
政
策

上
決
し
て
忽
せ
に
す
ぺ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
失
業
統
計
の
費
象
よ
り
除
外
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
上
競

の
給
料
生
活
者
は
、
失
業
統
計
の
利
用
目
的
よ
b
し
て
、
営
然
失
業
者
の
概
念
か
ら
除
外
せ
ら
れ
る
。
然
し
下
級

さ
上
級
さ
の
限
界
を
ど
の
結
に
置
く
ぺ
き
か
は
、
車
に
統
計
技
術
上
よ
り
し
て
は
判
断
を
下
し
得
ぎ
る
所
で
あ
っ

て
、
生
計
費
、
そ
の
時
そ
の
慮
の
枇
曾
蹴
態
‘
物
債
の
高
低
等
、
そ
の
他
多
く
の
黙
を
考
慮
し
て
初
め
て
決
定
せ

ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
吾
園
の
大
正
十
四
年
の
国
勢
調
査
に
附
帯
せ
る
失
業
調
査
に
於
て
は
、
月
股
入
二
百
回

を
以
て
限
界
ざ
し
て
居
る
。
然
し
今
回
の
第
二
回
国
勢
調
査
に
於
て
は
、
此
の
上
級
ぜ
下
経
の
給
料
生
活
者
を
区

別
し
て
考
慮
す
る
精
神
を
放
棄
し
、
上
経
の
給
料
生
活
者
さ
雄
も
一
律
に
失
業
者
ざ
し
て
計
上
し
て
居
る
の
で
あ

る
。
此
く
の
如
き
趣
旨
を
さ
り
し
所
以
は
知
る
を
得
な
い
が
、
般
A
T
、
上
級
下
級
の
限
界
決
定
の
困
難
及
統
計
技

術
上
の
困
難
が
あ
る
に
し
て
も
、
失
業
統
計
の
利
用
の
勤
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
此
を
匝
別
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
国
際
持
働
舎
議
が
勢
働
者
を
肉
瞳
勢
働
者
の
み
に
限
っ
て
、
精
神
持
働
者
を
全
然
除
外

5) 柳津保恵火ー業統計に就て(岡勢院統計講習舎i講演t'k大正十ー年)4頁。



せ
る
理
由
も
、
或
は
此
等
の
困
難
な
る
問
題
を
避
け
ん
が
鴻
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
さ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

此
を
要
す
る
に
、
失
業
統
計
に
於
て
先
づ
第
一
の
先
決
問
題
化
る
べ
き
失
業
の
定
義
仁
就
い
て
は
、
異
説
凱
立

し
て
定
説
な
く
、
夫
等
を
統
一
せ
ん
ぎ
し
た
る
岡
際
勢
働
舎
議
の
決
議
に
基
く
定
義
も
、
以
て
充
分
な
り
さ
は
な

し
難
い
。
蓋
し
此
〈
の
加
〈
異
説
紛
々
允
る
は
そ
の
荷
る
慮
の
立
場
及
び
目
的
確
定
せ
や
各
々
濁
自
の
立
場
及
目

的
よ
り
定
義
を
下
す
か
ら
で
あ
ら
う
。

一
一
、
失
業
者
の
範
囲

従
来
上
諸
の
加
く
定
誠
一
定
ゼ
ゴ
』
る
粛
に
，
自
ら
失
業
郡
ピ

h
U
1範
聞
も
拡

r異
同
が
め
っ
て
、
時
統
計
間
半
上

そ
の
決
定
に
就
い
て
困
難
な
る
問
題
を
多
く
醸
し
て
居
る
。
以
下
少
し
く
特
に
問
題
さ
な
る
ぺ
き
範
固
に
就
い
て

考
察
し
て
見
ゃ
う
。

一
勢
働
の
可
能
な
き
者
老
幼
年
者
、
不
具
者
、
病
弱
者
を
始
め
さ
し
て
、
業
他
如
何
な
る
原
因
に
よ
る
も
持

働
に
通
せ
ざ
る
者
は
失
業
者
か
ら
除
外
せ
ら
れ
る
。
失
業
統
計
は
細
民
統
計
三
は
異
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
賓
の

所
謂
産
業
諜
備
軍
の
統
計
で
あ
る
か
ら
、
般
A

官
職
が
あ
っ
て
も
働
き
得
ざ
る
者
の
除
外
せ
ら
る
る
事
は
営
然
で
あ

る
。
此
の
傍
件
は
殆
ん
ざ
凡
て
の
失
業
の
定
義
が
述
べ
て
居
る
露
で
あ
る
。

二
勢
働
の
意
思
な
き
者
此
も
同
様
に
諸
定
義
が
漏
れ
な
く
遮
よ
る
慮
で
あ
っ
て
、
現
賓
の
勢
働
の
供
給
ざ
し

て
拙
労
働
市
場
に
現
は
れ
て
来
な
い
か
ら
、
失
業
者
か
ら
除
外
せ
ら
れ
る
。

三
勢
働
宰
議
中
の
者

失
業
統
計
に
於
て
問
題
さ
な
る
も
の
じ
同
盟
罷
業
さ
工
場
閉
鎖
さ
が
あ
る
ο

持
働
者
側

失
業
統
計
の
方
法
に
ヲ
い
て

第
三
十
二
巻

二
三
七

第
一
披

七



失
業
統
計
の
方
法
に
ワ
い
で

第
三
十
二
巻

二
三
八

第
一
務

ニ一一一八

よ
り
見
れ
ば
前
者
は
任
意
の
休
業
で
後
者
は
不
本
意
の
休
業
で
あ
っ
て
、
前
後
者
は
資
本
家
の
意
思
即
も
外
よ
り

の
原
因
に
よ
っ
て
勢
働
を
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
工
場
閉
鎖
じ
よ
り
持
働
を
な
し
能
は
ざ
る
者
は
失
業
者

さ
な
す
設
も
ゐ
る
が
、
此
等
は
共
に
全
く
そ
の
職
を
失
っ
た
さ
一
五
ふ
誇
で
は
な
〈
、
一
時
的
休
止
賦
態
じ
あ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
又
工
場
閉
鎖
は
形
式
的
に
は
外
の
原
四
仁
よ
る
も
の
で
あ
る
が
賓
質
的
に
は
同
盟
罷
業
さ
同
じ
く

持
費
闘
争
の
一
手
段
で
あ
っ
て
、
唯
そ
の
外
面
に
現
は
る
る
所
の
み
に
よ
っ
て
差
別
す
4

き
で
は
な
い
か
ら
、
共

に
失
業
者
か
ら
除
外
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
然
し
英
国
の
失
業
保
険
じ
於
て
は
同
盟
罷
業
に
濁
し
て
は
保
険
金
を

五
榔
つ
イ
府
ら
が
工
場
明
細
に
却
し

t
は
保
険
金
、
管
支
搬
は
な
い
c

此
の
如
く
雨
者
佐
一
肱
別
し
而
も
却
っ
て
任
意

の
休
業
た
る
同
盟
罷
業
に
到
し
て
保
険
金
を
支
掠
っ
て
居
る
理
由
は
知
る
を
特
な
い
。

四
高
給
者
及
相
官
の
他
の
牧
入
あ
る
者
高
給
者
は
客
観
的
に
卒
素
生
活
の
傍
搭
あ
り
、
相
営
の
貯
蓄
あ
る
者

守
」
推
定
せ
ら
れ
る
か
ら
、
院
令
比
等
の
者
は
業
を
夫
ふ
て
も
失
業
調
策
の
謝
象
子
」
は
な
ら
ぬ
。
亦
献
す
働
牧
入
以
外

に
相
官
の
般
入
あ
る
者
は
、
失
業
の
潟
勢
働
牧
入
を
夫
ふ
も
、
他
の
牧
入
に
よ
り
生
活
し
得
る
か
ら
、
同
様
に
失

業
費
策
の
封
象
ご
は
な
ら
ぬ
。
失
業
調
策
の
封
象
さ
な
ら
ぬ
者
は
失
業
統
計
白
利
用
よ
り
し
て
失
業
者
よ
り
除
外

せ
ら
れ
る
か
ら
、
勿
論
高
級
者
及
昧
労
働
牧
入
外
に
相
営
の
牧
入
あ
る
者
は
失
業
者
で
は
な
い
。
今
回
の
我
闘
の
第

二
図
画
勢
調
査
に
於
て
は
此
等
の
者
を
も
失
業
者
ざ
し
て
居
る
が
、
在
は
此
を
除
外
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
芯
思
ふ
。

五
未
就
業
者
徒
弟
畢
枝
、
専
門
皐
校
、
大
串
事
業
者
等
に
じ
て
職
に
就
か
ん
さ
欲
す
る
者
が
、
通
営
の
職
を

畿
日
見
し
得
ざ
る
場
合
じ
、
此
を
失
業
者
さ
な
す
か
歪
か
。
未
就
業
者
は
本
来
息
失
業
者
に
比
し
て
苦
痛
少
な
き
も

の
で
あ
り
、
亦
賓
際
上
に
於
て
も
失
業
保
険
に
於
て
保
険
料
を
支
梯
は
ざ
る
故
保
険
金
を
受
く
る
賓
格
無
〈
、
従
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っ
て
失
業
保
険
に
依
る
失
業
統
計
か
ら
は
除
外
せ
ら
れ
る
か
ら
、
此
は
失
業
者
さ
は
匝
別
し
て
考
ふ
る
を
遁
嘗
ざ

す
る
。
我
闘
の
昭
和
五
年
の
国
勢
調
査
仁
於
て
も
「
給
料
生
活
者
又
A

勢
働
者
タ

y
シ
者
ユ
ジ
ア
、
現
ニ
失
業
し
V

-プ居
Y
モ
ノ
A

失
ト
記
入
ス

Y

コ
ト
」
ざ
し
て
居
る
。
(
傍
鉛
筆
者
)

然
し
未
就
業
者
も
或
る
意
味
に
於
て
叫
労
働
の
供
給
注
し
て
勢
働
市
場
に
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
を

全
保
無
幌
す
る
事
は
出
来
な
い
か
ら
、
亦
失
業
者
の
統
計
の
外
に
此
の
統
計
を
も
必
要
ざ
す
る
の
で
あ
る
。

対
自
己
の
才
能
及
合
意
的
議
期
に
越
す
る
職
業
を
後
見
し
件
ゴ
る
者
此
じ
就
い
て
は
最
も
疑
義
が
多
い
。
国

際
一
労
働
曾
議
は
此
な
失
業
者
ざ
し
て
認
め
ザ
L

居
る
け
れ
ざ
も
、
此
じ
於
て
問
題
は
そ
の
限
界
じ
め
る
。
何
を
以
て

鳩
山
町
制
な
め
職
業
三
百
人
J

・訟もが
ο

此
に
就
い
て

ω各
同
の
犬
業
保
除
快
戒
は
失
業
救
締
憐
例
唱
の
加
山
ル
ザ
る
川
崎

甚

r匝
々
で
あ
る
凶
森
敢
授
の
論
文
は
此
に
就
い
て
各
国
の
規
定
す
る
所
を
よ
く
説
明
し
て
居
る
。
以
下
そ
の
一

端
を
し
る
せ
ば
郎
も

「
失
業
保
険
に
於
け
る
リ
ス
ク
は
、
単
に
職
業
の
飲
乏
に
あ
る
ず
し
て
、
適
常
な
る
職
業
の
鉄
乏
で
あ
る
。
例
へ
ば
λ

ト
ラ
イ
キ
の
た
め
に
生
じ
た

る
空
席
を
漏
ナ
こ
と
は
、
通
常
な
る
聡
業
と
は
考
へ

b
れ
ず
、
従
ヲ
て
保
険
給
付
を
失
ふ
こ
と
無
く
し
て
之
を
拒
紹
す
る
椛
刺
あ
る
が
如
壱
付
、
周

知
の
事
貸
で
あ
る
。
不
充
分
な
る
賃
銀
の
職
業
も
ま
た
遁
首
な
る
職
業
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
不
十
分
な
る
賃
銀
の
意
義
に
か
ん
し
て
は
イ
ギ

P
耳

目

失
業
保
険
法
第
七
傑
に
左
の
如
〈
規
定
し
て
居
る
。
印
刷
骨
働
者
が
就
職
し
居
た
る
と
同
一
の
土
地
に
あ
り
で
は
、
其
の
者
が
正
蛍
に
期
待
し
符
た
り

し
よ
り
低
曹
賃
銀
又
は
不
利
な
る
傑
件
白
職
業
、
乙
異
る
土
地
に
あ
り
で
は
、
雇
主
国
憶
と
勢
働
者
間
憶
と
の
問
に
締
結
せ

b
る
ふ
協
定
の
結
果
と

し
て
抽
労
働
者
が
普
遁
取
得
せ
る
も
の
よ
り
も
低
き
賃
銭
又
は
不
利
な
る
様
作
の
職
業
、
而
し
て
若
し
斯
る
協
定
無
曹
場
合
に
は
善
寺
雇
主
の
支
給
す

る
主
り
も
低
き
賃
銀
又
は
不
利
な
る
傑
件
の
職
業
は
、
之
を
拒
絶
す
る
己
と
を
得
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
も
の
と
異
る
職
業
に
使
用
せ

b
一
申
込
場
合
に
就
て
は
、
更
に
困
難
な
る
問
題
を
生
じ
、
各
国
の
立
法
例
も
匡
々
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
九
二

四
年
二
月
十
六
日
の
ド
イ
ツ
失
業
救
鼎
関
係
例
第
十
三
僚
に
よ
れ
ば
、
品
村
助
を
受
く
る
失
業
者
は
従
来
の
職
業
主
異
る
職
業
と
雌
も
、
そ
の
肉
盤
的
能

力
に
臆
ず
る
総
て
の
職
業
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
ォ

I
Z
F
H
ア
白
法
律
に
よ
れ
ば
、
勢
働
者
を
し
て
本
来
の
職
業
に
復
蹄
す
る
こ
と
を
困

失
業
統
計
の
方
法
に
づ
い
て

第
三
十
二
審

第
一
披

;lL 

大A
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失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て

第
三
十
二
巻

二四
O

第

~J;t 

四
O 

難
な
ら
し
む
る
職
業
は
拒
絶
し
得
る
。
但
し
之
は
一
定
期
間
だ
け
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ヲ
て
、
失
業
手
賞
金
を
引
績
き
八
週
間
支
給
せ
ら
れ
而
も
一

定
期
間
内
に
そ
の
従
来
の
職
業
に
就
職
し
得
る
見
込
な
き
と
き
は
、
総
で
の
職
業
が
|
|
若
し
其
れ
が
肉
程
的
能
力
に
遁
し
、
そ
の
健
康
及
び
徳
性

を
害
せ
ず
、
且
ヲ
相
官
の
報
酬
を
支
携
は
る
込
と
き
は

l
1遁
首
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
」

我
闘
の
大

E
十
四
年
の
失
業
調
査
仁
一
於
て
は
、
「
失
業
営
時
の
業
務
に
比
し
、
牧
入
及
び
葉
の
他
の
劫
に
於
て
不

満
足
な
る
も
、
兎
じ
角
就
業
の
機
曾
h
g
得
居
ゐ
者
」
は
失
業
者
よ
わ
除
外
せ
ら
れ
て
居
る
。
惟
ふ
に
此
の
限
界
は

失
業
保
険
じ
重
大
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
花
園
の
如
き
未
だ
此
の
制
度
ぞ
有
せ
ぎ
る
固
に
於
て
は

崎
市
来
失
業
保
険
制
度
を
設
定
す
る
場
合
必
守
直
面
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
わ
る
。
此
は
各
国
の
悶
情
に
よ
り

夫
々
誼
宜
定
め
ら
る
べ
事
問
凱
で
め
の
一
て
、
此
鴎
じ
概
一
誠
T
T
Q
V一
得
な
い
。

七
究
に
此
に
関
連
し
て
考
へ
ら
る
ぺ
き
重
要
な
る
問
題
ざ
し
て
竿
失
業
者
の
問
題
が
あ
る
此
は
完
全
な
る
失

業
者
さ
は
異
り
、
「
兎
に
角
一
躍
の
就
業
の
機
舎
を
待
て
居
る
」
の
で
ゐ
る
が
、
を
の
就
業
時
間
短
か
く
、
或
は
就
業

日
敢
少
く
、
夫
よ
り
得
る
枚
入
の
み
を
以
て
し
て
は
生
計
困
難
な
る
者
で
あ
ろ
。
此
等
は
実
に
完
全
な
る
失
業
さ

は
異
る
が
、
矢
張
り
遁
営
な
る
職
業
さ
は
見
倣
さ
れ
得
な
い
か
ら
、
一
種
の
失
業
者
さ
見
倣
す
〈

4

き
で
あ
ら
う
。

各
国
の
失
業
保
険
は
此
に
封
し
て
保
険
金
を
支
拐
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
統
計
上
は
此
を
加
何
に
取
扱
ふ
べ
き

で
あ
ら
う
か
ο

雰
囲
に
於
て
は
、
最
初
は
此
を
区
別
し
て
居
た
の
で
ゐ
る
が
、
一
九
二
四
年
九
月
以
来
此
の
匝
別
を

康
し
て
全
部
普
通
の
失
業
者
ざ
し
て
計
上
し
て
居
る
。
白
耳
義
に
於
て
は
貫
教
に
於
て
は
爾
者
を
匝
別
し
て
居
る

が
、
比
例
敢
に
於
て
は
区
別
し
て
居
な
い
。
濁
逸
の
勢
働
組
合
の
費
表
す
る
統
計
に
於
て
は
明
か
に
此
を
匡
別
し

τ

居
る
の
で
あ
る
。
第
二
回
国
際
持
働
統
計
家
命
日
議
〈
一
九
二
五
年
四
月
二
十
|
二
十
五
日
ぜ
ネ
パ
に
於
て
開
催
)
に
於
て
も
此

に
就
い
て
多
く
の
議
論
が
出
た
の
で
あ
る
が
刊
結
局
「
出
来
る

rけ
本
来
の
失
業
者
さ
区
別
し
て
別
に
計
上
す
る

z) ynemploym~n~ Insmance. p. 56-59 
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事
」
を
決
議
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

川
衣
に
統
計
的
取
扱
上
甚
だ
困
難
な
る
問
題
は
季
節
的
失
業
者
で
あ
る
。
此
は
本
来
の
失
業
さ
は
少
し
意
味
を

〆，‘、
異
に
し
て
居
り
、
此
に
謂
し
て
多
く
の
園
の
失
業
保
険
は
保
険
金
を
文
梯
は
な
い
。

(註
)

4白
耳
義
の
強
制
保
険
法
案
は
、
季
節
的
失
業
者
に
劃
し
て
、
木
金
庫
か
ら
支
給
す
る
期
間
を
一
箇
年
に
三
十
六
日
に
限

p
、
環
備
金
庫
の

責
婚
に
於
で
更
に
十
八
日
支
給
し
得
る
こ
と
に
な
ヲ
で
居
る
。
了
抹
で
は
主
と
し
で
季
節
的
労
働
者
か
ら
な
る
挟
務
組
合
に
付
て
は
、
内
務
大
臣

は
失
業
委
員
曾
と
商
議
し
、
或
る
期
聞
に
封
し
若
〈
は
十
五
日
を
超
ゆ
る
失
業
期
聞
に
封
し
て
は
、
支
給
せ
ざ
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

伊
大
利
白
法
律
は
季
節
的
失
業
者
に
付
い
て
は
、
そ
の
者
が
特
別
附
加
保
険
料
を
納
附
ぜ
ざ
る
限
り
、
寺
笛
を
支
給
し
な
い
旨
を
規
定
し
て
悟
る

季
節
的
失
業
の
傾
掬
あ
る
産
業
に
付
て
ほ
、
一
九
ニ
二
年
八
月
十
二
日
の
官
報
公
布
の
命
令
で
指
定
古
れ
た
o

そ
れ
に
議
る
と
農
業
、
伐
木
、
建

築
、
縞
織
業
及
び
煙
草
製
造
の
諸
業
で
あ
る
。
各
脇
田
版
業
局
は
季
節
的
失
業
白
期
間
在
、
各
業
に
付
哲
各
版
別
に
侠
定
ナ
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

l
y
h
y

セ
Y

プ
ル
グ
で
は
季
節
的
第
働
者
に
付
て
は
、
普
通
の
事
業
休
止
期
聞
に
封
し
て
は
給
輿
し
な
い
c
端
西
で
は
季
節
的
鼎
労
働
者
は

事
裁
休
止
則
聞
に
他
め
軒
先
務
に
航
V

て
陪
た
場
合
口
町
出
と
し
て
、
然
ら
ぎ
る
と
き
は
何
等
の
扶
助
走
受
け
な
い
。
仮
令
他
山
業
務
に
就
い
た
と
し

て
も
、
季
節
的
廃
傭
経
過
後
一
箇
月
聞
は
扶
助
せ
ら
れ
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
・
ス
ロ

I
パ
ッ
ク
の
共
済
組
合
に
艶
ナ
る
岡
家
補
助
法
は
、
原
則
と
し
て

季
節
的
失
業
に
費
し
て
は
補
助
し
な
い
事
に
な
ワ
て
居
る
。
」

然
ら
ば
統
計
上
は
如
何
に
見
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
凡
ゆ
る
職
業
に
於
て
多
か
れ
少
か
れ
必
や
季
節
的
麗
動

は
あ
る
も
の
で
あ
h
、
そ
の
不
況
期
聞
の
長
さ
、
強
度
も
ぞ
の
時
の
経
済
事
情
に
依
っ
て
鍾
化
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
甚
だ
不
確
定
な
も
の
で
あ
る
。
第
二
回
副
際
勢
働
統
計
家
舎
議
は
異
の
失
業
蹴
態
を
知
ら
ん
が
潟
仁
は
、

此
の
季
節
的
麗
動
を
消
去
す
べ
き
必
要
ゐ
b
T」
な
し
、
そ
の
消
去
の
方
法
を
研
究
し
、
各
職
業
別
に
季
節
的
平
均

失
業
率
を
求
め
、
此
を
現
貫
の
失
業
よ
り
消
去
せ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
が
、
還
に
充
分
な
る
方
法
を
後
見
す
る
能

は
十
、
決
議
ぎ
な
す
に
到
ら
な
か
っ
た
。
一
英
圃
の
失
業
保
険
は
此
に
劃
し
て
は
特
別
の
規
定
を
定
め
て
は
居
な
い

が
、
掛
金
を
な
す
期
間
ご
保
険
金
を
受
く
る
期
間
ご
の
割
合
を
定
む
る
事
に
よ
り
、
一
箇
年
に
七
八
週
間
以
上
の

失
業
統
計
白
方
法
に
ワ
い
て

第
三
十
ニ
血
管

章容

就

四

四

of Labour Conference International Labour Office: The Seco四 11. InternatIool 
Statisticians. 1925. p. 6.2-67. p・ 72
森田頁雄・各国失業保険制度(祉曾政策時報34窄) p・38.
Unenlployment -Insurance. p. 43・

9) 

10) 



失
業
統
計
の
方
法
に
う
い
て

第
三
十
二
巻

第
一
務

二
四
二

三
四
二

失
業
は
認
め
ら
れ
な
い
事
じ
な
っ
て
居
る
。
此
の
問
題
は
我
圃
の
失
業
保
険
制
度
を
設
定
す
る
場
合
仁
は
必
や
考

察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
っ
て
、
研
究
の
隣
地
が
大
で
あ
る
。

九
日
稼
持
働
者
我
闘
の
国
勢
調
査
に
於
て
は
、
調
査
の
前
日
ロ
る
九
月
三
十
日
の
賦
態
を
以
て
失
業
か
否
か

を
決
し
て
居
る
。
此
の
方
怯
は
手
轍
上
は
簡
軍
で
便
利
で
あ
る
が
、
唯
}
日
の
販
指
セ
以
て
標
準
ざ
す
る
時
は
、

九
月
三
十
日
の
天
候
の
如
何
に
よ
り
日
穣
勢
働
者
の
失
業
は
大
字
」
な
り
或
は
小
さ
な
っ
て
、
果
し
て
異
の
失
業
服

鵡
を
知
h
ノ
得
る
や
否
や
甚
だ
艇
は
し
い
の
で
あ
る

3

殊
じ
日
稼
勢
働
者
の
失
業
は
、
失
業
統
計
上
最
も
重
要
な
る

も
の
で
あ
る
か
ら
u

此
の
方
怯
は
便
利
で
は
あ
る
が
甚

r危
険
な
ゐ
方
怯
で
あ
る
。
先
じ
掛
べ
し
大
正
十
一
一
一
年

二
月
二
十
日
の
大
阪
府
の
行
ひ
し
失
業
調
査
に
於
て
採
り
し
方
法
、
即
も
一
持
働
日
敷
が
最
近
一
ヶ
月
間
仁
於
て
十

五
日
じ
満
た
ざ
る
者
を
失
業
者
ざ
す
る
方
法
は
、
充
分
じ
此
の
危
険
を
脱
し
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
然
し
亦
此
の
方

法
も
他
面
に
於
て
概
し
て
敢
育
程
度
低
き
日
報
勢
働
者
に
劃
し
て
十
五
日
以
上
勢
働
せ
し
ゃ
否
や
問
ふ
事
は
困
難

で
あ
っ
て
、
統
計
の
粗
雑
さ
な
る
を
見
れ
な
い
検
知
は
あ
る
。
然
し
ぞ
の
統
計
の
利
用
の
方
面
よ
hp
考
ふ
る
時
仁

は
後
の
方
法
は
前
者
に
比
し
て
倫
優
れ
た
り
さ
考
へ
ら
れ
る
。

一-一、調

活

査

方

‘ 

失
業
統
計
は
大
別
し
て
静
態
統
計
さ
動
態
統
計
の
こ
さ
な
す
。
静
態
統
計
は
直
接
方
法
に
よ
り
、
動
態
統
計
は

間
接
方
法
に
よ
る
。

直
接
方
法

此
の
方
法
以
国
家
、
地
方
圏
盟
、
或
は
其
他
の
も
の
が
、
直
接
じ
セ
シ
ナ
ス
の
方
法
に
よ
っ
て
失
業
者
を
調
査

A 

The Second lntemational Conference of LabouT :3tatisticians， p・63--64
Unemployment lnsurance目 p・43・



す
る
方
法
で
ゐ
る
。
此
の
方
法
は
昔
障
は
費
料
を
奥
ふ
る
唯
一
む
も
の
さ
し
て
、
甚

r貴
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
近
時
は
そ
の
重
要
性
を
失
っ
て
来
化
。
蓋
し
失
業
は
甚
だ
動
揺
性
の
大
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
車
仁
一
敷
聞
の

静
態
統
計
の
み
を
以
て
し
亡
は
、
そ
の
異
相
は
把
握
し
難
〈
、
亦
此
の
憾
み
無
か
ら
し
め
ん
ざ
す
れ
ば
、
甚

r多

く
の
費
用
さ
手
数
さ
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
事
質
上
は
此
に
多
く
を
望
ま
れ
な
い
朕
態
に
ゐ
る
。
加
之
近
時

失
業
保
険
を
始
め
ざ
し
て
多
く
の
失
業
救
済
施
設
費
達
し
、
此
等
よ
り
貴
重
な
る
多
く
の
資
料
を
得
ら
る
る
事
ざ

な
っ
た
か
ら
、
静
熊
調
査
は
行
は
る
る
事
が
少
く
な
っ
て
来
花
。

保
し
静
態
調
査
を
行
ム
場
合
に
は
、
失
業
な
る
む
の
が
甚

r季
節
的
影
響
を
受
く
る
事
が
大
で
あ
る
か
ら
、
調

査
の
時
期
如
何
は
大
い
に
考
慮
す
ぺ
き
事
で
あ
る
。

各
国
の
調
査
す
る
露
営
見
る
に
、
他
の
調
査
に
附
帯
し
て
行
へ
る
例
は
相
営
多
く
u

設
牙
刺
(
一
八
丸
O
士
、
伊

太
利
〈
一
九
O
一
年
)
、
亜
米
利
加
合
衆
国
(
一
九
一
O
年
)
、
和
蘭
三
者
一
O
年
)
・
填
太
利
(
一
在
百
年
)
、
瑞
西
ご
九
二

o
t、

南
ア
フ

P
カ
(
一
九
三
年
)
、
英
蘭
及
ク
エ

1
Y
ス
(
一
九
三
年
)
、
大
英
帝
国
ご
さ
函
年
)
、
日
本
〈
大
正
十
四
年
)
の
国
勢

調
査
に
際
し
、
亦
濁
逸
の
職
業
(
一
八
九
五
年
六
月
)
及
管
業
調
査
(
周
年
十
二
月
)
、
白
耳
義
(
一
八
九
六
年
)
の
工
業
及
職
業

調
査
じ
際
し
て
、
附
帯
し
て
失
業
調
査
が
な
さ
れ
允
の
で
あ
る
。
亦
昭
和
五
年
十
月
一
日
に
は
我
圃
の
国
勢
調
査

に
於
て
会
副
的
な
る
失
業
調
査
が
行
は
れ
た
。

畢
濁
調
査
の
例
ざ
し
て
は
瑞
西
(
一
九
O
九
年
)
の
調
査
が
あ
る

o

J

猫
逸
に
於
て
は
上
じ
遮
4

花
岡
丘
与
の
調
査

(
此
は
夏
各
二
回
釘
は
れ
て
、
失
業
の
季
節
的
費
動
の
一
端
を
窺
は
し
め
た
が
、
乍
遺
憾
そ
の
後
継
績
せ
ら
れ
な
か
ヲ
た
。
此
の
調
査
は
己
主
。
t
a
r
s

z
p
z
N
5
2
m
E
m
z
r
ι
自
己

E
Z門
F
R
問。一

nzu
同

g
u
-
H
4ー
・
同
月
間
山
口

N戸口
開

M
F
S
に
安
表
せ
ら
れ
て
居
る
)

の
他
に

∞庁h
H
μ
け

の
調
査
が
あ

失
業
統
計
白
方
法
に
う
い
て

第
三
十
二
巻

四

第

号宜

二
四
三

Methods of Statistics of Unemployment.. p. 32. 
松田恭二良[1:勢働統計(内閣統計講習曾講演鋭、昭和四年)p. 39-40・



失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て

第
三
十
二
巻

四
回

第

披

四
四

る
o
F
2
5三
一
九
O
七年
)
H
U
E】(一九一

0
5
r与
凶
作
ロ
{
一
九
一

O

一
一
一
一
年
、
以
後
は
戦
争
の
矯
・
思
想
等
の
調
査
が
夫
で

あ
る
。
公
共
圏
瞳
の
行
へ
る
直
接
方
法
の
調
査
ざ
し
て
更
に
此
の
外
、
市
の
行
へ
る
も
の
が
あ
る
。
失
業
現
象
は

主
さ
し
て
大
都
市
に
於
て
特
に
著
し
く
現
は
る
、
も
の
で
あ
る
か
ら
、
市
の
調
査
は
相
営
多
い
。
同
)
『
内
出
品

g
は一

九
O
二
年
よ
り
毎
年
調
査
を
行
ひ

.n=一
コ
は
一
九

O
四
年
よ
り
毎
年
二
回
行
っ
て
居
る

o
g三
円
恒
三
の
調
査
は

全
〈
失
敗
に
掃
し
て
了
っ
た
o

我
圃
に
於
て
も
前
に
過
ご
山
神
戸
市
、
大
阪
市
の
調
査
が
あ
る
o

町
の
他
、
、
持
働

組
合
、
職
工
組
合
、
査
工
聯
盟
或
は
在
人
等
の
調
査
も
あ
る
3

之
を
要
す
る
仁
、
直
接
方
法
は
甚
に
費
用
及
手
離
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
刷
多
く
は
小
地
域
を
限
っ
て
之

を
行
ひ
、
杢
刷
幽
的
な
も
ゅ
は
殆
ん
ざ
凡
て
が
他
の
調
査
に
附
帯
し
て
行
は
る
る
の
で
あ
る
。
現
在
に
於
て
は
此
の

方
法
の
刺
賭
ぎ
す
る
慮
ぽ
、
失
業
の
全
瞳
的
な
る
調
査
を
な
す
事
を
得
、
衣
仁
通
ぶ
る
間
接
方
法
に
よ
っ
て
符
允

る
統
計
さ
比
較
し
、
凡
そ
そ
の
割
合
を
以
て
、
常
に
間
接
方
法
に
よ
っ
て
得
た
る
統
計
に
、
補
間
法
に
よ
っ
て
補

正
を
加
へ
る
事
が
出
来
る
黙
で
あ
ら
う
。

B

間
接
方
連

川
い
任
意
失
業
保
険
統
計
此
の
制
度
は
次
に
迅
よ
る
強
制
失
業
保
険
仁
究
い
で
良
き
動
態
統
計
を
奥
ふ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
強
制
保
険
の
制
度
末
だ
行
は
れ
ぎ
る
闘
仁
於
て
は
、
一
最
も
貴
重
な
る
統
計
で
あ
る
。
此
の
制
度
は

勢
働
組
合
が
相
互
扶
助
的
に
組
織
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
此
に
国
家
が
若
干
の
補
助
金
を
支
出
し
て
居
る
も
の
が

多
い
。此

の
制
度
は
ぞ
の
歴
史
を
導
拘
れ
ば
、

一
八
九
三
年
瑞
西
の

H
w
n
コ
戸
内

に
公
共
圏
憧
の
鰹
替
す
る
失
業
保
険
が

Elster: Handworterbuch der StaatswIsseo5chaften・4-Aull. Bd. 1. “Arbei tsTosig 
keit llnd Arbeit5105enVer5icherung， " S. 798. 
J. Muller; Delltsche Wirtschaftsstatistik. S. 237・
R. Herbst: Die Methoden der deutschen Arbeitslo::;enstatistik. 
Methods of弓tatisticsof Unemployment. p・314) 



生
れ
、
出
E-m-
円
。

-
o
m
R
(
一
八
九
六
年
〉
戸
町
一
言
一
m
(
一九
O
五
年
〉
等
に
も
行
は
る
る
じ
到
っ
た
が
、
比
等
は
費
展
す
る

に
到
ら
な
か
っ
た
。

-
究
に
叫
労
働
組
合
の
協
同
に
よ
り
白
耳
義
の
王
業
都
市
の
宮
口
丹
市
に
一
九

O
一
年
失
業
保
険
制
度
起
り
、
被
保

険
者
一
高
三
千
人
を
有
し
た
。
此
の
制
度
は
の
『
己
年
寄
ヨ
さ
稿
せ
ら
る
る
も
の
で
、
今
日
の
失
業
保
険
の
先

駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
此
よ
り
此
の
制
度
は
急
激
な
る
勢
を
以
て
沓
達
し
、
現
在
に
於
て
此
の
制
度
を
有
す
る

幽
は
悌
蘭
西
(
一
九
O
五
年
よ
り
、
一
七
寓
人
)
、
諾
戚
(
一
九
O
六
年
よ
り
、
四
蔦
人
〉
、
丁
抹
(
一
九
O
七
年
よ
そ
二
六
寓
人
)
、
和
蘭

ご
九
一
ヒ
年
よ
り
J

一
八
諮
る
、
ァ
イ
ン
ラ
ン
ず
(
一
九
一
七
年
よ
り
三
・
五
時
人
)
、
西
班
牙
(
一
九
一
九
年
よ
り
)
、
白
耳
義
【
一
空

5

年
よ
り
よ
ハ
Oι
詩
人
て
チ
且
ツ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
(
一
九
一
二
年
よ
り
、
百
蔦
人
)
瑞
西
(
一
九
二
四
年
よ
り
、
三
一
・
五
高
人
〉
等
が
あ
る
。

任
意
矢
業
保
険
の
統
計
は
強
制
保
険
の
夫
に
比
し
て
、
被
保
険
者
の
範
園
も
狭
く
、
統
計
も
不
完
全
で
あ
っ
て

ロ
ハ
線
失
業
者
を
推
計
す
る
基
礎
ざ
な
り
得
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
方
此
の
統
計
は
材
料
が
長
期
間
に
亙
る
の
利
貼

が
あ
る
。
此
の
統
計
は
持
働
組
合
加
入
者
の
み
に
就
て
の
統
計
で
あ
る
か
ら
、
任
意
保
険
加
入
者
三
金
憶
の
勢
働

者
さ
の
割
合
が
知
ら
れ
、
而
も
加
入
者
三
非
加
入
者
の
失
業
率
が
同
一
な
る
時
に
の
み
、
総
失
業
者
の
敷
は
類
推

せ
ら
る
る
課
で
あ
る
。
然
し
此
は
事
難
事
司
」
云
ふ
ぺ
き
で
ゐ
ら
う
。
而
し
て
此
の
統
計
は
勢
働
組
合
ぞ
の
も
の
の

性
質
に
よ
り
、
失
業
者
数
が
非
常
に
増
減
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
貼
も
探
く
注
意
を
要
す
る
の
で
め
る
o

更
に
任
意
保
険
に
於
て
は
工
業
の
別
じ
よ
り
支
給
す
る
保
険
金
が
異
る
の
で
あ
る
か
ら
、
時
掠
め
診
、
の
異
な
る
程
度

を
知
っ
て
置
か
な
け
作
ば
、
支
給
せ
ら
れ
た
穂
保
険
金
額
か
ら
直
も
に
失
業
者
数
を
知
る
事
は
出
来
な
い
。
亦
任

意
保
険
は
強
制
保
険
に
比
し
て
、
工
業
別
職
業
別
の
分
類
が
困
難
で
あ
る
。
而
も
向
此
の
統
計
は
現
在
に
於
て
は

失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て

第
三
十
二
巻

四
互L

四
五

第

量定

Methods of Statistics oI Unemploym叩し p.17-21. 5) 



失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て

第
三
十
二
巻

四
ノ、

第

盟主

二
問
中
ハ

甚
だ
貴
重
な
る
も
の
で
ゐ
る
。
強
制
保
険
制
度
の
相
常
贋
く
行
は
る
る
英
国
に
於
て
き
へ
此
の
統
計
は
拾
っ
る
を

得
な
い
。
此
の
統
計
は
強
制
保
険
の
未
だ
存
在
せ
ざ
り
し
時
代
の
失
業
状
態
を
知
り
得
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
現

在
に
於
て
も
、
強
制
保
険
の
統
計
さ
両
々
相
並
び
、
統
計
家
じ
費
し
て
両
者
を
封
稗
す
る
事
に
よ
り
‘
統
計
方
法
そ

の
も
の
の
差
異
に
よ
っ
て
如
何
な
る
程
度
に
失
業
率
の
相
違
な
一
市
す
も
の
で
あ
る
か
さ
知
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

此
の
統
計
を
定
期
的
に
策
支
ず
る
国
及
び
機
関
は
叫
白
耳
義
(
H
b
P
2
5
L
Z
叶

E
5
3
、
了
抹
(
2
E
Z
5
0
岡
山
内
Z
2
2
三
岡
】
明
。
コ
己
主
《
凶
作
戸
何
回
首
『
門
戸

田
。
2
p
r
E
パ
山
内
向
m
P
4
2
何
百
一
目
ご
山
内
注
目
立
「
〉
立
w
c
m
)
、
街
泡
(
刀
己
の
一
M
m
三
百
戸
Z
「
E
片
山
〈
宮
市
内
]
}
P
7
3
r
S
O
N
E
-

出
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哨

」

P
K
E
g
m
」
、
利
蘭
(
E
E
5
0
E
P
E
E
-
2
2
己
E
-
E
5
2
2
2
2
m
Z
E
E
-
E
)
U
副
都
成
(
出
向

E
u
g
u
v
E
E
g
-
2
2
山
町

R
E
E
F
-
ω
)
、
端
典
(
印
O
E
-
o
需
品
分
F
E
m
p
戸
【
m
E向
山

〈

阿

国

0
2
佐
々
叫
合
]
耳
目
)
等
で
あ
る
。

作
強
制
失
業
保
険
統
計
失
業
に
就
い
て
の
最
良
の
定
期
的
動
態
統
計
を
奥
へ
る
も
の
は
強
制
失
業
保
険
で
あ

る
。
然
し
此
の
制
度
の
賓
施
に
は
一
大
困
難
が
あ
る
。
印
ち
完
全
な
る
失
業
統
計
は
失
業
保
険
よ
り
得
ら
れ
、
失

業
保
険
は
完
全
な
る
失
業
統
計
が
存
在
し
な
げ
れ
ば
賓
施
し
得
な
い
ご
云
ふ
ジ
レ
ン
マ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

然
し
英
圃
は
英
断
を
以
て
、
勇
敢
仁
も
一
九
一
一
年
十
二
月
Z
E
o
z
ニロ
E
『
山
口
門
巾
〉
2
・
3
z
z・
の
通
過
に

よ
り
、
此
の
制
度
の
賓
施
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
此
は
勢
働
組
合
よ
り
費
表
す
る
長
期
間
に
亙
る
任
意
失
業
保

険
む
統
計
が
、
充
分
な
る
基
礎
を
典
へ
、
貫
際
の
計
算
を
な
し
得
し
め
た
る
に
依
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
営
時
は

被
保
険
者
は
少
数
の
工
業
に
限
ら
れ
て
居
た
が
、
数
年
の
経
験
に
よ
り
、
一
九
一
六
年
七
月
に
改
正
せ
ら
れ
、
亦

一
九
二

O
年
(
d
5
5
1
4
2
2片
岡

-
2
2
-
5
〉
与
に
は
十
六
歳
以
上
の
凡
て
の
工
業
努
働
者
に
慣
張
す
る
を
得
た

の
で
あ
る
。
但
し
農
業
持
働
単
品
、
家
事
使
用
人
、
家
内
工
業
者
、
自
宅
職
工
、
精
神
勢
働
者
、
年
牧
五

O
磁
を
超

ゆ
る
非
手
工
業
勢
働
者
等
は
除
外
せ
ら
れ
て
居
る
。
被
保
険
者
数
は
約
一
二
七
五
高
人
に
上
れ
、
世
界
に
於
け
る

Methods of Statistics of Unemployment. p・43-66
Methous of Statistics of Unemployment p. 11-14. p. 35 
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7) 



強
制
失
業
保
険
制
度
の
先
馳
で
あ
り
、
模
範
で
あ
る
。

此
の
統
計
は
月
の
最
終
金
曜
日
に
登
録
せ
ら
れ
た
る
失
業
者
の
総
数
と
比
例
敷
、
及
び
前
月
の
夫
に
比
し
て
句
増
誠
率
を
一
万
し
、
男
女
別
、
工
業

別
(
一
般
国
勢
調
査
に
於
け
る
職
業
の
分
類
と
同
一
に
し
て
約
官
に
分
類
せ
ら
れ
る
〉
に
分
類
せ
ら
れ
で
居
る
d

此
の
統
計
と
て
も
完
全
な
も
の
で

は
な
〈
種
々
の
扶
勤
を
澱
ナ
る
の
で
あ
る
が
可
少
〈
と
も
現
在
に
於
て
は
失
業
統
計
と
し
て
は
最
夏
の
資
料
た
る
は
疑
が
な
い
。

強
制
失
業
保
険
は
始
め
一
八
九
五
年
に
翠
・
の
と
-
に
於
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
還
に
失
敗
に
終
っ
て
二
ヶ

年
に
し
て
中
止
せ
ら
れ
た
。
其
後
英
圃
が
此
を
貫
施
し
て
成
功
す
る
や
、
強
制
失
業
保
険
は
世
界
の
注
目
の
的
さ

、
り
、
骨
太
リ
〈
一
九
一
九
年
よ
り
、

，f
J
A
本

一
九
一
一
ニ
-
年
吹
正
、
一
一
一
車
両
人
)
、
填
太
利
(
一
九
二

O
年
よ
り
、
百
潟
人
)
、
露
西
姐
二
九
二

O

」
平
よ
り
、
七
百
隣
人
可
グ
イ

Y

ス
ラ

y
r
(
一
九
一
一
一
一
年
よ
り
、

一
芸
品
人
)
、
震
繭
白
市
閣
(
二
五
隣
人
)
、

ホ「

プ

wJ
げ
J
H，J

ア
、

一
フ
ン

γ
(
一
九
二
四
年
よ
り
、

一二

O
高
人
〉
も
此
に
倣
っ
た
。
調
逸
は
一
九
二
七
年
七
月
九
日
、
強
制
失
業
保
険
性
案
を

通
過
し
、
同
年
十
月
一
日
よ
り
賓
施
し
た
。
ぞ
の
加
入
者
は
一
、
六
五

O
高
人
の
多
き
に
上
っ
て
居
る
。
我
闘
に
於

て
は
未

r調
査
中
で
あ
っ
て
、
而
も
任
意
失
業
保
険
制
度
も
な
く
、
失
業
に
関
す
る
他
の
統
計
も
琴
々
た
る
有
様

で
あ
る
か
ら
、
賓
施
は
近
い
勝
来
に
於
て
は
困
難
で
あ
ら
う
。

英
園
は
昌
一
ロ

g
q
eご
と
5
5
の
日
皇
内
に
、
塊
大
利
は
)
∞

E
一mZEro
民
主
rHFnZE
に
、
伊
大
利
は
出
。
--zzS
与
の

-
E
S
E
m
p
-
-
m

p
m
E
L
S
E
E
E
m
-
o
に
定
期
的
に
此
の
統
計
を
費
表
し
て
居
引
。

バ
行
勢
働
組
合
の
統
計
強
制
保
険
も
任
意
保
険
の
制
度
も
有
し
な
い
園
は
、
失
業
救
韓
関
資
金
を
給
輿
し
な
い
勢

働
組
合
の
統
計
を
後
表
し
て
居
る
。
此
の
統
計
は
失
業
保
険
行
政
の
影
響
を
受
く
る
事
が
な
い
か
ら
、
却
っ
て
失

業
保
険
の
統
計
よ
ち
も
優
っ
て
居
る
か
の
様
で
あ
る
が
、
質
際
に
於
て
は
組
合
が
特
に
統
計
を
作
る
必
要
に
遁
ら

失
業
統
計
の
方
法
に
ワ
い
て

第
三
十
二
巻

二
四
七

第
一
蹴

二
四
七

森荘三郎:農業勢働者の失業保険〔世舎摩雑誌、第凡披大正13年12月)p. 65-68. 
HiJton:とよtatisticsof Unemployment deriv~:c1 from the working of the Unemploy-
ment Insurance Acts. (J ournal of the 島小LlStati5tical SOGIety" Vol. LXXXVI. 
1923). p. '56. 
Methods of Statistics of Unemploymcnt. p. 55 
ibid. p. 12-14 
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失
業
統
計
白
方
法
に
つ
い
て

第
三
十
ニ
念
寺
二
四
八

第
一
務

二
四
八

れ
て
居
な
い
鴻
に
、
此
の
統
計
は
甚
だ
粗
雑
な
も
の
ざ
な
っ
て
居
る
。
組
合
員
の
相
互
扶
助
制
度
を
有
し
て
居
な

い
組
合
に
あ
っ
て
は
組
合
員
白
移
動
が
多
く
、
統
計
は
動
揺
性
が
大
で
夏
に
粗
雑
な
も
の
で
あ
る
。
此
の
種
の
統

計
は
戦
前
ま
で
備
蘭
西
に
あ
り
、
紐
育
及
?
サ
チ
ユ

1
セ
ッ
ト
に
は
最
近
ま
で
存
在
し
て
居
っ
た
。
現
在
に
於
て

は
只
濠
洲
J

こ
加
来
陀
が
之
を
有
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。

ん
い
職
業
紹
介
所
の
統
乱
失
業
者
が
職
業
紹
介
所
に
於
て
登
録
す
る
事
を
強
ら
れ
、
現
在
職
を
得
て
居
る
者
に

し
て
轄
職
せ
ん
ぜ
す
る
者
の
登
録
を
詐
ち
ぎ
る
場
令
に
は
、
職
業
紹
介
所
の
統
計
は
よ
く
失
業
者
の
総
教
を
一
不
し

符
ゐ
も
の
で
め
る
。
職
業
紹
介
所
い
か
強
制
弐
業
抑
制
除
或
は
失
業
平
営
制
度
ご
密
接
じ
関
係
し
、
保
険
金
戒
は
平
常

の
受
領
に
職
業
紹
介
所
に
於
け
る
登
録
を
保
件
さ
せ
る
場
合
に
於
て
は
、
職
業
紹
介
所
の
統
計
は
失
業
保
険
の

統
計
三
殆
ん
ざ
同
一
さ
な
る
の
で
あ
る
。
失
業
保
険
制
度
を
有
す
る
幽
に
於
て
は
皆
此
の
制
度
を
取
っ
て
居
る
。

此
の
場
合
職
業
紹
介
所
の
統
計
は
、
失
業
保
険
に
加
入
せ
ざ
る

l
!例
へ
ば
業
闘
に
於
け
る
農
業
帥
労
働
者
等
の

如

bA-1-失
業
者
の
登
録
を
も
包
含
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
失
業
保
険
の
統
計
に
比
す
れ
ば
大
な
る
数
字
を

示
す
如
く
考
へ
ら
れ
る
が
、
賓
際
は
英
樹
に
於
て
は
却
っ
て
逆
の
扶
鵡
を
示
し
て
居
る
。
此
の
事
は
保
険
金
を
受

く
る
樺
利
を
使
ひ
蓋
し
、
紹
介
所
に
於
て
は
華
鏡
せ
ぎ
る
失
業
者
の
教
が
、
農
業
持
働
者
そ
の
他
の
非
被
保
険
者

の
敷
よ
り
も
多
い
さ
一
五
ふ
事
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

失
業
保
険
の
制
度
を
有
せ
や
、
只
職
業
紹
介
所
は
求
人
求
職
の
依
頼
を
受
く
る
に
止
ま
る
園
じ
於
て
は
、
職
業

紹
介
所
の
統
計
は
失
業
者
の
鱒
敢
を
知
る
も
の
さ
し
て
信
頼
す
る
に
は
足
ら
な
い
。
我
園
の
如
き
は
買
に
後
者
に

麗
し
て
居
っ
て
、
失
業
者
の
勤
態
統
計
を
示
す
優
れ
た
る
統
計
は
存
在
し
な
い
扶
態
で
あ
る
。

12) ibid. P・43-66
13) ibid困 p・24-28.



休
業
の
他
の
統
計
以
上
の
他
、
雇
主
の
申
告
に
基
〈
雇
傭
統
計
、
救
護
制
度
の
示
す
統
計
、
疾
病
保
険
統
計

或
は
失
業
救
糖
統
計
等
は
、
失
業
者
の
絶
野
教
を
一
不
す
も
の
で
は
な
い
が
、
間
接
に
大
館
に
於
て
失
業
者
の
帯
械

の
傾
向
そ
類
推
す
る
費
料
さ
な
る
。
先
仁
述
べ
し
諸
統
計
を
有
せ
ざ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
此
等
の
統
計
に
依
る

よ
り
他
に
方
法
が
無
い
。

目

、

結

言

以
上
に
於
て
失
業
統
計
の
一
端
を
窺
っ
た
が
、
現
在
失
業
統
計
は
決
し
て
完
全
の
域
に
進
ん
で
居
る
ぜ
は
云
ひ

得
な
い
ロ
否
A
1
向
未
解
決
の
問
題
を
甚
だ
多
〈
柑
賦
し
て
居
っ
て
、
今
後
の
研
究
に
侠
つ
底
が
大
で
あ
る
。
失
業
問

題
の
急
迫
せ
る
に
か
か
わ
ら
中
、
失
業
統
計
の
此
の
如
き
股
織
な
る
に
臨
み
、
圃
傑
体
働
局
は
大
川
に
此
川
研
究

に
伺
め
、
彰
多
の
研
究
報
告
を
公
に
し
っ
、
ゐ
り
、
昭
和
五
年
九
月
東
京
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
る
国
際
統
計
曾

議
仁
於
て
も
、
失
業
統
計
は
重
要
論
題
ざ
し
て
討
論
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

現
在
世
界
の
失
業
統
計
を
見
る
に
、
英
園
の
強
制
失
業
保
険
の
統
計
を
以
て
其
冠
ざ
し
、
各
国
の
失
業
統
計
は

之
を
目
標
注
し
て
進
み
つ
、
あ
る
。
静
態
統
計
の
章
一
要
性
は
失
は
れ
て
動
熊
統
計
の
完
成
へ
さ
急
ぎ
つ
、
あ
る
。

さ
れ
ど
我
固
に
於
て
は
失
業
保
険
の
制
度
無
く
、
勢
働
組
合
の
組
織
未

r完
全
な
ら
や
、
職
業
紹
介
所
の
内
容

は
甚
だ
不
完
全
で
あ
っ
て
、
動
態
統
計
に
多
く
を
望
ま
れ
な
い
航
態
に
あ
る
。
幸
に
し
て
静
態
統
計
に
於
て
は
昭

和
五
年
十
月
一
日
の
国
勢
調
査
に
於
て
全
国
的
の
失
業
調
査
が
行
は
れ
て
、
昭
和
五
年
末
に
は
ぞ
の
蓮
報
が
後
表

せ
ら
れ
る
議
定
で
あ
る
が
、
此
に
従
っ
て
職
業
紹
介
所
の
内
容
を
充
賓
し
、
贋
張
し
、
増
設
し
て
以
て
強
制
失
業

保
険
制
度
の
貫
施
へ
向
は
ん
事
が
望
ま
し
い
。

失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
干
、

第
三
十
二
巻

二
四
九

第
一
披

四
丸


